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四肢奇形には,多指 (祉)症,合指 (臥)症,寡指 (祉)症,短指 (批)症等のように,異常が指

蝕に限局したものから,大腿骨欠損症,下腿骨欠損症,内反手症のように,異常がそれ以上の近位骨

にまで及ぶものがあり,異常の程度 も多彩である.

種々の奇形のうち,四肢奇形はその発生頻度が高 く,安田26)は新生児奇形のうち1/3が四肢奇形で

あると報告している.また四肢奇形のうち多指(祉)症は最 も発生頻度が高いと言われている8),ll),18)

家畜の多指 (祉)症については,Roberts16),Leipoldら9) (午),Hughesら5) (蘇),Dennisら2)
(辛)の報告があり,我が国ではUeshimaら21)によって前腕骨以下の重複奇形に伴 う多指奇形の報告

がなされている.今回,左側後肢に多肢奇形を有する牛を入手 したので,その奇形肢の解剖学的所見

について報告する.

材 料 お よ び 方 法

観察した牛は生後4日目の黒毛和種 (雄)で,昭和58年 2月23日,本学家畜病院に搬入 されたも

のである.出生直後は起立不能であったが, その後は起立可能となった. しかし3月27日,衰弱の

ため死亡したので,ただちに剖検を行 った.この子牛は左側後肢の奇形のほかに,過剰肋骨 (第 14肋

骨)の存在,左側精巣の腹腔内停留,小腸のカタール性炎などの異常が認められたが,

内臓等に著明な病変はなかった. 母年は13歳で,今回は7産目であり, 前産までの子牛には異常

は認められなかった.

腹大動脈から宋 ･ラテックス ･ホルマリン混合液を注入したのち, 左側後肢を取 りはずし, 10%

ホルマリン液中に浸漬固定した.

固定後,筋,血管 (動脈)および神経の走行を肉眼的に観察した.また骨学的には,外部か らソフ

テックス写真を撮影し,祉骨,中足骨の数および下腿骨の状態等を観察 したのち,節,皮膚,腺等を

除去,骨格標本を作製 して詳細に調べた.

*家畜解剖学研究室 **家畜外科学研究室 ***宮崎県西諸県農業共済組合
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第 1図 左側後肢に多祉奇形が認められる｡

第 3図 奇形肢のソフテックス写真

大腿骨と足根骨は接近し,下腿骨と

膝蓋骨を欠いている｡

第 2図 左 側 後 肢

後方から祉列と副蹄を示すO

第 4図 奇形肢のソフテックス写夷

癒合中足骨と3祉列が認められる｡
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結 果

81

1. 後 肢 の 外 観

左側後肢は,下腿骨欠損のため右側に比べて短 く,蹄は地面に着地していない状態である (第 1図).

祉列は5列認められ,外側の3列は正常の大きさであるが,内側の2列は小さい.便宜上内側から第

,二,≡,四および五虹とする.副蹄は外側に1個存在する (第2凶).

2.骨 格 の 形 状

左側後肢の骨格の形状は次のとおりである.

(1)ソフテックス写真による観察

大腿骨と中足骨は異常に接近し,それらの間に足根骨が認められるが, ド腿骨と膝蓋骨は全 く欠損

している.中足骨は3個の癒合骨から成る (第3-4図).

(2)骨格標本の観察

大腿骨の形態は,近位側は正常であるが,遠位端では滑車溝および頗間精を欠いている.そのため

遠位端に存在する外側頼と内側頬の判別が困難である.足根骨は互いに癒合するほか,中足骨とも癒

合しており足根 ･中足関節は不動性である.中足骨は骨体申央幅 31.4mmで,右側の18.5mmに比

べて大きい.遠位端には3個の滑車が存在し,それぞれ第三～五虹の基節骨と関節する.また癒合中

足骨の遠位内側面に小さい中足骨が1個付着し,第一蝕の基節骨と関節する.第一靴と第三蝕の間に

第一靴よりやや小さい第二蝕が存在するが,これは3個の祉骨のみから成 り,この骨のための中足骨

は認められない (第 5-6図).

3.筋 の 走 行

左側後肢では,下腿骨欠損のため,この部位に起始および停止する筋は右側のそれと異なる形状を

示す.すなわち,薄筋,半膜様筋,半鷹様筋は水平に近い走行を示している.また,縫工筋が欠損し

ているので,薄筋が最内側に認められる.大腿四頭筋の各筋 (大腿TFB筋 ･外側広筋 ･内側広筋 ･中間

広筋)は互いに癒合していて区別が困難であり,内側広筋に相当する部位は形成不全を起こしている,

またこれらの共同停If二腔は,右側に比して幅が広 く,偏平で,大腿部下端の前半を覆っている.この

健が大腿骨に接する部位は肥厚し,内面は滑膜によって覆われている.帯筋,大腿筋膜張筋,半膜様

筋,半膜様筋はこの腔肥厚に停止し,それらの筋のさらに表層に下腿部の伸筋群が付着する.後面の

下腿三頭筋,屈筋群および前面の伸筋群は短縮癒合し,形成不全を起こしているものもあって,各筋

の区別は困難である.この癒合伸筋群のうち,長祉伸筋と第四靴伸筋と思われる筋から健が起こり,

中足骨背側面を下走する.そして長靴伸筋腫は第三～五蝕の末節骨および第四鉦の中節骨-停止する.

これら伸筋健の深層には,中足骨近位端に3個の異常に増幅した短靴伸筋が存在する.この筋の健は

分岐して長靴伸筋腔と癒合し,その外側の一部は第一および第三鉦の中節骨に停止する.

掌側面の屈筋群も背側面と同様に各筋の区別が困難である.浅跳屈筋および深祉屈筋と思われる筋

から腰が起こり,中足骨掌側面を下走し,中足 ･祉節関節部で分岐,浅祉屈筋は第三～五蝕の中節骨

に,深祉屈筋は第一祉および第三～五蝕の末節骨に停止する.また,浅祉屈筋腔は中足骨中央部で筋

腹に移行し,中足骨下部で再度健に変わるという二腹筋の形態をとる (第7-9図).

4.動脈の走行と分布

左側後肢の膝衛動脈は,下腿三頭筋の深部で前 ･後枝に分かれ,後枝は伏在動脈と吻合し,前核は

前腰骨動脈となって中足骨前面をIF行する.前腰骨動脈は,中足骨近位 1/3のところで分岐し第二～

五鉦に分布する.
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第 5図 後肢の骨格標本 (背側面)

D :右側大腿骨

S:左側大腿骨

D s
第 6図 後肢の骨格標本 (背側面)
D :右側中足骨と祉骨

S:左側足根骨,中足骨および祉骨

第 7図 伸筋と屈筋の異常 (左側後肢外側面)

増幅した短祉伸筋 (B) と浅鉦屈筋

筋腹 (S)が認められる｡
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第 8図 長靴伸筋,第四祉伸筋,短蝕伸筋の停止部位,後肢背側面を示す｡

(D):右側 (S):左側

Edl:長祉伸筋 I:第一祉

EdⅣ :第四祉伸筋 Ⅱ:第二祉

Edb:短足止伸筋 Ⅲ :第三址

mt:中足骨 Ⅳ :第四祉

1:基節骨 Ⅴ :第五勉上

2:中節停

3:末節骨 以下同じ

(ら) (D)

第 9図 浅祉屈筋,深祉屈筋の停止部位,後肢掌側面を示す｡

(D):右飢 (S):左側

Fds:浅祉屈筋 Fdp:深祉屈筋
Ve:浅祉屈筋筋腹 (遠位部)
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伏在動脈は大腿動脈から分岐したのち,恥骨筋と内側広筋の間を通 り,内転筋の深部-と走る.こ

の動脈は,内転筋の遠位部で表層に出たのち,中足骨後面を下走し,中足骨の近位1/3で内 ･外側枝

に二分する.外側枝は,外側足底動脈となって中足骨外側を卜行し,第五蝕の外側と副蹄に分布する.

内側枝である内側足底動脈は,中足骨遠偉1/3のところで分岐し,第五蝕の内側および第一～四蝕に

分布する (第10-llrxJ).

(I)) (ド)

第 10図 動脈の走行,後肢背側面を示す｡

(D):右側 (S):左側

Tc:前服骨動脈

(S) (I))

第 11図 動脈の走行,後肢掌側面を示す｡

(D):右側 (S):左側

pl:外側足底動脈

pm :内側足底動脈
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5.神経の走行と分布
左側後肢の総僻骨神経は,大腿部下端外側で形成不全を起こした癒合筋に枝を出したのち二分し,

浅および深耕骨神経に分かれる.前者は第三排骨筋と思われる筋の外側表層を下走し,第--五鉦に

分布する.深耕骨神経は,前腰骨動脈とともに第三排骨筋の深層を走 り,短祉伸筋-枝を出したのち,

中足骨下端部で表層に現われ,浅緋骨神経と交通する.

(D)

第 12図

コ記E

神経の走行,後肢背側面を示す｡

(D):右側 (S):左側

Ps:浅麟骨神経
Pp:探勝骨神経

(S) (D)

第 13図 神経の走行,後肢掌側面を示す｡

(D):右側 (S):左側

Pl:外側足底神経
Pm :内側足底神経

Csl:外側勝腹皮神経
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また腰骨神経は,下腿三頭筋の深部を下走し,蹟骨膜と屈筋群の間に枝を出したのち,表層-出て

夕捕りおよび内側足底神経に二分する.外側足底神経は第五虻の外側と副蹄に分布し,内側足底神経は

中足骨中央部で分岐したのら,第一～五鉦に分布する (第 12-13図).

考 察

奇形の成因には内因性と外因性とがある.前者は遺伝,歴芽原基の病的変化,原発性の腔芽異常な

どによるものであり,後者は種々の外力,了官および羊膜の病的変化,母体の伝染性および先天性疾

患などによるものである.このうら,遺伝によるものは優性を示すことが多く,ヒトの多指 (祉)症

は遺伝的要素が強 く作用していると言われている4),15).家畜の多指 (祉)症の場合 も,表現度は異な

るが,強い遺伝性を示すことが報告されている16).また実験動物では多指 (祉)症に関する遺伝学

研究がなされている1),17),23)

これを本例についてみると,母牛は7産目でその子年は本例を除いてすべて正常である.したが

て,本例の場合,奇形成立に母体の遺伝的要因が強 く作用しているとは思われない.

一方,奇形肢の祉列および祉骨発生のメカニズムについては次の諸説がある.その一つは,祉骨

生の過程で,祉芽原基内間葉細胞の生理的消減によって起こる第一,二および五虻の退化が,何 ら

の原因によって阻害され,本来あるべき祉 (潜伏祉)がそのまま残 り,いわゆる先祖帰 りの状態を

わすに至るという説16)である.本例 もこれに該当するものであろう.もう一つは,第一祉 (母祉)

祉骨数は,両棲難,は虫類,鳥類,晒乳類ともすべて1個もしくは2個であり,第一蝕に3個の祉

を有す動物は存在しないことから14)'22),3個の祉骨を保有する第一蝕はむしろ本来の第二蝕で,本

にみられるような第二祉は本来の第二蝕と本来の第三虻の間に生じた過剰祉であるという説である

この説は,先祖帰 りと言うよりも,むしろヒトの例のように,蝕芽の発生段階で,祉放線形成を誘

する外腔柴性の頂堤が,何 らかの原因で近位側-延長し,その退縮が遅れて過剰鉦が生じるという

堤異常説24),25)に基づくものである･

これに対し,節-蝕が2個であるのは,中節骨と末節骨が融合して1個になった結果であるとい

説があり,これが今日の定説になっている20).

本例の場合,第一比と第三～五虻は基節骨,中節曹,末節骨が完全にそなわっている.さらに第

虻にも,小さいながら3個の骨が認められるので,これもすべて祉骨と考えられる.これを前記の

にあてはめると,第-蝕に3個の骨があってもおかしいことではなく,第二蝕は本来の第二虻であり,

過剰祉ではない,と考えるのが適当であろう.さらに,筋,動脈および神経の走行は豚,犬等と類似

し7), また短祉伸筋の発達等から考えると本例は先祖帰 りの要素が強いと思われる.

下腿骨欠損症についてはヒトで多くの報告があり,そのほとんどが祉骨の奇形を伴っている6),12),19)

その発生原因は内因性のもので遺伝性が強いと言われている.

Guffyら3),Ojoら13),Leipoldら10'は,牛の下腿骨欠損症を Tibialhemimeliaとして報菖して

おり,特にOjoらは7例のTibialhemimeliaをもつ牛を調べ,そのほとんどが両側性に生じ,恥骨

結合の不全などの奇形を併発していると述べている.さらに筋の解剖学的な観察では,下腿骨に起始

および停止する筋は大腿骨に起始,停止すると報告している.

本例における上記の筋は確かに大腿骨に相当する部位に起始および停止しているが,ほとんどの筋

が形成不全のため短縮しており,明確ではないにしても,大腿骨自体に起始および停止しているとは

考えられない.
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以上を要約すると,多指 (祉)症の発生原因としては,遺伝的要素が強いと言われているが,本例

は遺伝的なものではなく,母牛が13歳の高齢出産であることを考え併せると, それ以外の要因,す

なわち,内因性ではあるが歴芽原基の病的変化あるいは原発性腔芽異常による奇形ではないかと考え

られる.

要 約

下腿骨欠損症と多祉症の合併奇形を有する牛 (黒毛和種,雄,4日齢)の奇形肢 (左側後肢)につ

いて解剖学的観察を行った.得られた結果は次のとおりである.

1･ 下腿骨および膝蓋骨は欠損し,足根骨は互いに癒合するとともに中足骨とも癒合していた.中

足骨は3個の癒合中足骨から成 り,遠位外側に小さい中足骨が付着していた.祉列は5列認められ,
第二祉以外は中足骨と関節していた.

21 縫工筋は欠損していた･下腿骨に起始および停止する発射まdysplasia(異形成)を起こして短縮

していた･祉骨の背側面には,長祉伸筋,第四祉伸筋,短祉伸筋が下走していた.長祉伸筋は第三～

五鉦の末節骨と第四虻の中節骨に,第四祉伸筋は第五虻の中節骨に停止していた.発達した短祉伸筋

は中足骨近位端に起こり,その腔は長祉伸筋塵と癒合していた･祉骨の掌側面には浅祉屈筋,深祉屈

筋が走行し,前者は第三～五蝕の中節骨,後者は第一祉および第三～五虻の末節骨に停止した.浅祉

屈筋は二腹筋の形態を皇していた.

3･ 膝簡動脈から分岐した前腰骨動脈は,中足骨前面を下走し,中足骨近位1/3のところで二分し,

第二～四虻に分布していた･伏在動脈は,内転筋の深部を下走したのち,表層に出て中足骨後面を下

走し,中足骨近位1/3で外側および内側足底動脈に分岐していた･外側足底動脈は第五鉦の外側と副

蹄に,内側足底動脈は第--四祉および第五虻の内側に分布していた.

4･ 坐骨神経から分岐した総勝骨神経は,大腿骨下端部で浅および深麟骨神経に分かれ,浅麟骨神

経は第一～五虻に分布していた･深耕骨神経は短祉伸筋に分布する枝を出したのち,浅麟骨神経と交

通していた･腰骨神経は下腿三頭筋の深部を下走し,屈筋群へ分布する枝を出したのち,表層へ出て

外側および内側足底神経に分かれていた･これらの両神経は,中足骨後面を下走し,外側足底神経は

副蹄と第五虻に,内側足底神経は第一～四蝕に分布していた･
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Summary

Lefthindlimbof4-day-oldJapanesebュakcalfwhichhadcongenitalmalformatio
suchaspolydactylyandtibialhemimeliawasdissectedtobedescription.
Thedetailswerereportedasfollow.
1) Theoutstanding radiologicfeature wascongenitalagenesisofthe tibiaa
patella. Thetarsaland metatarsalboneswereintimatelyfused withoneanothe
TheconfusedllletatarSuSWasattachedonthelaterodistalendbyasmallmetatarsalbon
Thesemetatarsuseswerearticulatedbyfourporximalphalanges.
2) Thesartoriuswasabsentfrom thelefthindlimb. Musclesthatnormallyinsert
onandorlglnatedatthetibiaweredysplasiaandcontracted. Onthedorasalaspe
ofthetarsus,metatarsusanddigittheextensordigitorum longuswasprovidedwith
longtendonwhich dividedintofourbranches. Thesetendonsinsertedonthedis
phalangesofthethirdtofifthdigits,andmiddlephalanxofthefourthdigit. Thee
tensordigitIVinsertedonthedorsalsideofthemiddlephalanxofthefifthdigit. T
extensordigitorum breviswasrelatively largemuscle whicharisedfrom thedors

proximalsurfaceofthemetatarsusandthetendonswerefinallyunitedwiththelo
digitalextensortendon.
Onthevolarsideofthemetatarsustheflexordigitorum superficialisdescendedwi
theflexordigitorum profundusandinsertedonthemiddlephalangesofdigitsIII,
andV. ThismllSClehaddigastricshapethattwobelliesunitedbyanintermediatete
don.

Theflexordigitorum profundusinsertedtothevolarsurfacesofthedistalphalanges
ofdigitsI,ⅠⅠⅠ,ⅠVandV.
3) Thepoplitealarterydividedintothecranialandcaudaltibiaュarteries. At
theproximalthirdofthemetatarsusthecarnialarterywhichdesendedalongthedorsal
surfacedividedintotwoarteriessupplyingthedorsalsurfacesofdigitsII,ⅠⅠIandIV.
Arisingfrom thefemoralarterythesaphenousarterycoursedfrom insideoftheadductor
andappeardontheplantarsurfaceofthemetatarsus. Itdividedintolateralandmedial
plantararteriesattheproximalthirdofthemetatarsus,theformerfurnishedthedew-
Claw andlateralsideofthefifthdigitandthelatterfurnishedthedigitsI,ⅠⅠIandIV
andmedialsideofdigitV.
4) Arisingfromtheischiaticnerve,thecommonperonealnervedividedintosuper-
ficialanddeepbranches. Thesuperficialfibularnervesupplieddorsalsurfacesofeach
digits. Afterbranchingtotheextensordigitibrevュs,thedeepfibularnerveanastom-
osedwiththeterminalbranchofthesuperficialfibularnerve. Thetibialnervewas
oneofthetwoterminalbranchesoftheischiaticnerves,itgaveoffmusclarbranches
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totheflexormuscleswhilecourslngunderthetricepssurae,andappeaI･edonthevolar
surfacetodivideintothelateralandmedialplantarnerves. Thesenervescoursed
plantarsurfaceofthemetatarsustowardthedigits,thelateralplantarnerveinnervated
thedewclawandthefifthfigit,themedialplantarnervesupplythedigitsI,ⅠⅠ,ⅠⅠIand
IV.




